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目的・趣旨 

母体−胎児のインターフェース（母子境界面）に存在する子宮免疫系は、外来微生物

に対する生体防御を発動する一方で、胎児に対しては免疫寛容を発動するよう厳密に調

節されている。子宮免疫系の特徴として、T 細胞の大部分を特殊な T 細胞サブセットであ

る γδT 細胞が占めることが挙げられるが、その生理的意義については不明である。そこ

で、妊婦への感染によって垂直感染を引き起こすトキソプラズマ感染実験を共同研究とし

て実施することで、妊娠時感染防御における γδT 細胞の重要性を検証する。 

研究経過の 
概  要 

 これまでに、γδT 細胞を欠損する Tcrd-/-マウスを用いて、妊娠時の感染実験 4 回（3 回

は出産時の表現型を観察、1 回はメカニズム解析のため出産直前に剖検）に加え、非妊

娠時に感染させる実験も実施している。妊娠時に感染させる実験では毎回 Tcrd-/-マウス

が出産中に死亡するという再現性の高い結果が得られており、メカニズムの解析に着手し

ている。 
以上の研究により、母子境界面 γδT 細胞の重要性を示唆する結果が得られており、研

究は概ね順調に進捗している。 
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研究成果の 
概  要 

妊娠時感染防御における γδT 細胞の役割を調べるために、野生型および Tcrd-/-マウ

スをそれぞれ交配しプラグが確認された個体に、Toxoplasma gondii を感染させた。そ

の結果、野生型マウスと Tcrd-/-マウスで T. gondii 感染後の臨床スコアには有意な差は認

められなかった。しかし、全ての野生型マウスが全胎児を分娩しその後も生存したのに対

して、Tcrd-/-マウスでは約 3 割の個体が難産により出産中に死亡した。この時 Tcrd-/-マウ

スの子宮では胎盤遺残が認められた。また、母親と出生後の子の脳内の T. gondii を定

量したところ、母親の脳では野生型マウスと Tcrd-/-マウスで差がなかったのに対して、子

の脳の T. gondii は Tcrd-/-マウスで多い傾向にあった。 
一方、非妊娠下で T. gondii を感染させた場合は、雌雄ともに、野生型マウスと比べて

Tcrd-/-マウスでは臨床スコアが低い傾向にあった。 
以上の結果より、子宮や脱落膜に存在する γδT 細胞が母子境界面局所におけるトキソ

プラズマの排除や組織修復に関与しており、妊娠中のトキソプラズマ感染から母子を保護

している可能性が示唆された。 
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